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授業の概要(本教科の工学的、社会的あるいは産業的意味)  

 
 

「英語再入門」コースである。５年間の高専における英語学習を経て、英語の重要性が将来増すことはわか
っていても、苦手意識を払拭できないでいる学生のために、もう一度基礎的な学習を通して、少しでも英語
がわかり、実力がつくように工夫しいていく。基礎的語彙を固めて、文法も基本的な項目を重点的に学習す
る。 

準備学習(この授業を受講するときに前提となる知識) 
 
 英検３級は難なく合格していること。 

重み 目標 説明 
 A 工学倫理の自覚と多面的考察力の養成 
 B 社会要請に応えられる工学基礎学力の養成 
 C 工学専門知識の創造的活用能力の養成 

◎ D 国際的な受信・発信能力の養成 

 E 産業現場における実務への対応能力と、自覚的に自己研鑽を継続できる能力
の養成 

学習・教育目標 

  
 

学習・教育目標

の達成度検査 

1. 該当する学習・教育目標についての達成度検査を、年度末の目標達成度試験を持って行う。 
2. プログラム教科目の修得と、目標達成度試験の合格を持って当該する学習・教育目標の達

成とする。 
3.目標達成度試験の実施要領は別に定める。 

授業目標 
 
 英語が好きになること。さらに英検準２級を目指すくらいの英語力をつける。英文を書く練習もする。 

授業計画（プログラム授業は原則としてプログラム教員が自由に参観できますが、参観欄に×印がある回は参観できません。） 

回 メ イ ン テ ー マ サ ブ テ ー マ 参観 
第 1 回 Ch. 1  Active, Young Athletes 基礎単語小テスト  
第 2 回 Ch. 2  The Popularity of NANA 基礎単語小テスト  
第 3 回 Ch. 3  Nature’s Wisdom-EXPO 2005 Aichi 基礎単語小テスト  
第 4 回 Ch. 4  The Pure Love Boom 基礎単語小テスト  
第 5 回 Ch. 5  Measures Against Natural Disasters 基礎単語小テスト  
第 6 回 Ch. 6  The Spirit of “Mottainai” 基礎単語小テスト  
第 7 回 Ch. 7  Japanese Horror Movies 基礎単語小テスト  
第 8 回   Interview with Nomura Tadahiro 基礎単語小テスト  
第 9 回 Ch. 8  Advancing Technologies 基礎単語小テスト  
第 10 回 Ch. 9  Ichiro, A Living Legend 基礎単語小テスト  
第 11 回 Ch. 10 The Energy of the Young Shinsengumi 基礎単語小テスト  
第 12 回 Ch. 11 The Harm of Smoking 基礎単語小テスト  
第 13 回 Ch. 12 The Culture of Japanese Characters 基礎単語小テスト  
第 14 回 Ch. 13 Messages from Rachel Carson 基礎単語小テスト  
第 15 回 前期末試験  × 



第 16 回 「イメージでつかむ」前置詞の世界 基礎単語小テスト  
第 17 回 the は１つに決まる 基礎単語小テスト  
第 18 回 「導く」that のキモチ 基礎単語小テスト  
第 19 回 「追ってくる」現在完了 基礎単語小テスト  
第 20 回 「躍動する」進行形 基礎単語小テスト  
第 21 回 すべての ing は躍動する 基礎単語小テスト  
第 22 回 未来形なんてない 基礎単語小テスト  
第 23 回 助動詞の DNA 基礎単語小テスト  
第 24 回 過去形が「過去じゃない」とき 基礎単語小テスト  
第 25 回 仮定法を乗り越えろ 基礎単語小テスト  
第 26 回 英単語もイメージだ 基礎単語小テスト  
第 27 回 「文の形」にも感覚がある 基礎単語小テスト  
第 28 回 復習 基礎単語小テスト  
第 29 回 復習 基礎単語小テスト  
第 30 回 後期末試験  × 
課題とオフィスアワー 
 
 放課後、適宜来室してください。 

評価方法と基準 
評価方法 
 
 定期試験の成績に、毎回実施する基礎単語小テストの成績、英文エッセイの成績を加味する。 

評価基準 
 
 定期試験の成績８０％、小テスト、英文エッセイ２０％程度。 

教 科 書 等 Earthliner （数研出版） 
「ハートで感じる英文法」（大西泰斗著）、Data Base 4500（桐原書店） 

先 修 科 目 総合英語、英語Ｗ、英語Ｃ 
関連サイトの

U R L 
 

授業アンケー

ト へ の 対 応 
板書をわかりやすく、丁寧に書く。 

備 考 
1. 試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検

査に使用することがあります。 
2. 授業参観されるプログラム教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教

員へ連絡してください。 
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